
金
揮
官
瞭
志
巻
丸

鍛
治
の
名
人
を
撰
ぴ
鍛
は
せ
た
り
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
小
立
野
石
引
.

町
鍔
屋
小
路
の
鍔
屋
鍛
冶
が
名
高
か
り
し
も
、
営
園
の
刀
鍛
治
に
鍔

を
よ
く
鍛
へ
け
る
人
な
き
故
な
る
べ
し
。
後
世
に
至
り
て
は
、
鍔
怠

E
吟
味
す
る
藩
士
も
訟
を
故
に
、
共
の
道
に
名
高
き
鍛
冶
も
出
で
宇

と
一
宮
ふ
。
平
次
按
守
る
に
、
金
津
町
合
所
留
記
に
載
せ
た
る
元
緑
四

年
間
八
月
町
奉
行
よ
り
の
建
替
に
、
蛍
所
古
着
買
・
古
金
買
之
内
に
、

不
坪
成
る
者
有
ν
之
に
付
1

第
v
縮
石
引
町
鍔
屋
椴
兵
衛
等
三
人
肝
煎
に

申
付
、
右
商
賢
人
相
改
、
札
を
渡
し
縮
震
v
致
候
由
記
載
す
。
右
遺
書

に
て
見
れ
ば
、
鍔
屋
楢
兵
衛
は
元
職
頃
の
人
た
れ
ば
、
共
の
父
名
人

・
な
る
字
右
衛
門
は
、
寛
文
頃
友
ど
の
人
た
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。

。
奥
村
氏
下
邸

此
の
下
邸
は
、
石
引
町
の
片
原
に
て
、
出
抑
制
四
番
町
と
地
続
き
た
り

け
る
に
依
っ
て
、
駿
藩
の
後
町
名
を
立
て
、
出
mm
五
番
町
と
な
し
た

り
と
い
へ
ど
も
、
世
人
は
今
も
奥
村
家
中
と
呼
ぺ
り
。
醤
藩
中
は
、

臭
村
氏
の
家
士
の
み
居
住
せ
し
故
た
り
。
按
4
1
る
に
、
延
貨
の
金
海

国
民
、
石
引
町
奥
村
氏
元
第
地
を
ぽ
奥
村
伊
強
下
屋
敷
と
記
し
、
前

通
り
百
十
間
五
尺
と
あ
り
て
、
共
の
隣
地
を
ぽ
前
回
封
馬
下
屋
敷
と

載
せ
た
り
。
叉
鈎
馬
下
屋
敷
の
向
地
を
も
奥
村
伊
強
下
屋
敷
と
た

内
守
柴
明
は
元
和
六
年
五
月
卒
す
れ
ば
‘
随
容
が
庄
闘
の
家
に
寓
居

せ
し
は
‘
文
総
・
慶
長
以
来
の
事
た
ら
ん
か
。
然
れ
ば
亀
尾
記
に
、
朝

鮮
陣
の
拾
の
内
な
り
と
い
ふ
停
設
は
正
統
た
ら
ん
。
明
の
鋭
を
越
け

て
蹄
化
せ
し
人
左
ら
ん
か
と
云
ふ
訟
も
あ
れ
ど
、
非
怠
る
ぺ
し
。

。
村
田
五
香
湯

此
の
襲
は
、
奥
村
氏
元
家
中
に
居
住
せ
る
村
岡
氏
の
僻
法
に
て
、
産

前
産
後
の
妙
幾
康
岡
五
香
湯
の
本
家
左
り
。
村
田
氏
も
庄
田
氏
と
同

じ
く
奥
村
氏
の
家
士
た
り
し
か
ど
、
右
五
香
湯
の
侮
法
如
何
怠
る
由

緒
に
て
家
に
僻
へ
た
る
か
、
今
停
容
も
な
く
鮮
か
・
な
ら
宇
。
股
間

五
香
湯
の
本
家
と
い
ふ
事
は
、
家
の
停
話
に
云
ム
。
昔
村
聞
の
臆
代

に
幼
少
に
て
相
続
せ
し
者
あ
り
。
共
の
者
の
筑
母
庚
岡
村
の
百
姓
の

娘
な
り
。
成
長
の
後
筑
母
の
努
を
謝
せ
ん
篤
に
、
家
停
の
薬
方
を
停

へ
た
り
。
然
る
に
庚
岡
の
五
香
湯
は
、
年
を
逐
う

τ名
高
く
成
り
、

村
田
五
香
湯
は
知
る
人
稀
た
り
し
か
ど
・
庚
岡
の
本
家
に
て
、
庚
岡

へ
は
築
湿
の
内
一
味
省
き
て
相
停
す
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
従
前
は
村

田
氏
に
は
看
叡
を
も
出
さ
宇
、
門
の
屋
根
を
藁
葺
と
た
し
、
是
を
目

あ
て
と
な
し
山
旦
の
者
帯
ね
来
れ
る
故
に
、
今
陀
至
り
倫
藁
葺
に
た

し
あ
り
と
な
り
。

金
海
古
蹟
志
巻
九

五
O 

し
、
前
遜
り
百
二
間
二
尺
奥
行
廿
九
間
二
尺
と
あ
り
。
是
今
い
ふ
家

中
の
地
怠
h
y
o

O
庄
田
高
金
丹

此
の
築
は
、
臭
村
氏
元
家
中
に
居
住
せ
る
庄
同
氏
の
停
法
に
て
、
高

名
怠
る
良
薬
な
り
。
砲
尾
記
に
云
ふ
。
奥
村
内
騰
の
下
邸
圏
中
に
唐

人
屋
敷
と
去
ふ
所
あ
り
。
朝
鮮
征
伐
の
時
檎
ら
れ
た
る
朝
鮮
人
を
‘

奥
村
快
心
入
選
へ
預
け
ら
れ
た
り
。
今
彼
の
家
士
庄
田
某
の
家
に
製

す
る
高
金
丹
は
.
彼
の
朝
鮮
人
の
停
法
左
り
と
云
ひ
停
へ
た
り
と

ぞ
。
平
次
按
宇
る
に
、
今
庄
田
氏
の
停
寄
に
は
、
高
金
丹
は
随
容
と

云
ふ
明
留
の
停
法
な
り
。
随
春
を
ヤ
ン
チ
ン
と
呼
ぺ
り
と
。
此
の
人

如
何
な
る
故
に
や
加
賀
園
へ
来
り
け
る
を
、
奥
村
二
代
河
内
守
柴
明

へ
預
け
ら
れ
、
河
内
守
の
従
士
庄
田
の
元
組
庄
岡
市
佐
孝
治
が
家

に
、
従
僕
と
雨
入
三
年
寓
居
し
、
後
武
州
へ
赴
き
鯵
に
残
す
と
云
ふ
。

武
州
へ
赴
き
け
る
時
、
日
頃
庄
岡
市
佐
懇
意
に
せ
し
謝
砲
と
し
て
、

薬
方
を
種
々
相
停
せ
し
中
に
も
、
高
金
丹
は
殊
に
随
春
家
停
の
妙

方
た
り
し
故
に
、
停
授
せ
し
上
は
随
春
家
に
再
び
調
合
致
す
ま
じ

く
‘
庄
悶
の
家
楽
に
す
べ
し
と
た
り
。
随
事
の
末
孫
は
、
江
戸
幕
府

の
役
者
小
笛
庄
兵
衛
た
り
と
去
ふ
。
と
あ
り
O
K
も
ふ
に
、
奥
村
河

。
大
雪
主
馬
邸
跡
J

石
引
町
通
り
筋
に
武
士
屋
敷
は
、
臭
村
氏
と
大
昔
氏
の
み
な
り
し
か

ど
、
明
治
慶
薄
の
後
退
去
し
、
邸
跡
は
町
家
数
戸
と
悲
り
た
り
。
大

普
氏
は
家
総
四
千
三
百
石
な
り
。
按
や
る
に
、
改
作
所
奮
記
に
載
せ

た
る
岡
井
村
五
郎
兵
衛
よ
り
算
用
場
へ
の
進
遺
書
に
、
営
夏
小
立
野

石
引
町
大
雪
主
馬
殿
上
屋
敷
に
相
渡
り
、
共
の
替
地
に
岡
井
村
高
之

内
地
子
に
下
し
申
儀
一
式
々
と
あ
り
・
。
右
は
寛
文
二
年
九
月
の
事
怠
れ

ば
、
此
の
歳
の
夏
居
屋
敷
に
渡
り
、
共
の
以
前
は
地
子
地
に
て
町
家

共
あ
り
し
を
、
岡
井
村
の
地
内
に
て
替
地
渡
り
し
と
聞
ゆ
。
欝
停
に

一
式
ふ
。
此
の
邸
地

K
.
そ
の
か
み
幽
念
寺
と
い
へ
る
締
利
あ
り
て
、

地
内
に
犬
杉
と
呼
び
け
る

E
大
の
，
杉
樹
あ
り
。
回
定
寺
地
・
な
り
し
時
の

遺
木
な
り
け
ん
。
此
の
地
建
卵
塔
の
跡
た
り
と
い
ひ
停
へ
た
り
と
。

故
に
大
普
氏
此
の
邸
地
に
居
住
中
は
‘
毎
年
七
月
盆
中
高
燈
簡
を
燈

す
を
家
例
と
せ
り
。
右
大
杉
と
呼
ぺ
る
老
樹
は
・
若
し
枝
に
て
も
伐

採
す
る
時
は
必
や
操
あ
り
と
て
茜
だ
恐
れ
、
伐
採
を
禁
ぜ
し
か
ど
‘

邸
地
質
却
の
後
迭
に
伐
り
取
り
・
今
は
友
し
と
ぞ
。

O
大
菅
民
下
邸

此
の
邸
地
は
上
屋
敷
の
向
小
路
に
て
、
厳
藩
後
は
大
菅
町
と
町
名
を

五




